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病院の基本理念

基本理念
信頼される地域の基幹病院・高度専門病院として、安全、良質、

やさしさ、に基づいた医療を進化させるよう努力します。

行動指針

1.分かりやすい言葉で、分かりやすく説明します。

2.安全を何度も確認することを怠りません。

3.常に高度先進医療を取り入れ、進化を目指し自己研鑽に務めます。

4.倫理観に基づく医療人としての誇りと自覚をもって取り組みます。

5.健全経営に務めます。

　　

　

当
院
で
は
医
療
安
全
の
確
保
、
医
療

に
お
け
る
信
頼
の
確
保
を
二
本
柱
に
立
て
、

安
全
で
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

患
者
様
に
も
、
安
全
で
安
心
で
き
る

医
療
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１　

医
療
安
全
管
理
委
員
会
の
設
置　

　

毎
月
開
催
し
、
医
療
事
故
を
ゼ
ロ
に

す
べ
く
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

医
療
安
全
管
理
委
員
会
は
副
院
長
、
診

療
科
部
長
、
看
護
部
、
薬
剤
部
、
中
央

放
射
線
部
、
臨
床
検
査
部
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
事
務
局
の
す
べ
て
の

部
署
の
代
表
者
が
出
席
し
て
当
院
の
医

療
安
全
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２　

医
療
安
全
部
の
設
置

　

医
療
安
全
部
は
副
院
長
、
診
療
科
部
長
、

看
護
部
、
事
務
局
で
構
成
さ
れ
、
毎
月

部
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
必
要
時

に
は
臨
時
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
医
療

安
全
対
策
す
べ
て
に
関
わ
る
実
働
部
隊

と
し
て
、
医
療
安
全
対
策
の
推
進
に
関

わ
る
業
務
を
専
門
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

３　

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度

　

各
診
療
科
、
病
棟
、
外
来
な
ど
各
部

署
に
は
現
場
の
医
療
安
全
責
任
者
と
し

て
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
各
部
署
の
職
員
へ
の
医
療

安
全
管
理
委
員
会
の
決
定
事
項
の
周
知

徹
底
と
各
部
署
の
問
題
点
や
改
善
策
の

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

４　

イ
ン
シ
デ
ン
ト
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト

　
　

報
告
制
度

　

イ
ン
シ
デ
ン
ト
（
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
）

は
医
療
事
故
に
至
ら
な
か
っ
た
が
「
ヒ

ヤ
リ
」
と
し
た
り
「
ハ
ッ
と
」
し
た
事

例
で
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
医
療
事
故
が

発
生
し
た
事
例
で
す
。

　

イ
ン
シ
デ
ン
ト
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は

医
療
安
全
部
が
す
べ
て
報
告
を
受
け
、

こ
れ
ら
を
一
例
一
例
詳
細
に
分
析
す
る

こ
と
に
よ
り
、
再
発
防
止
に
努
め
て
い

ま
す
。
イ
ン
シ
デ
ン
ト
で
は
薬
の
間
違
い
、

点
滴
・
栄
養
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
自
己
抜

去
が
多
く
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
転
倒
・

転
落
が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
生
命
に
直
結
す
る
チ
ュ
ー
ブ
を

留
置
す
る
場
合
な
ど
に
は
、
や
む
を
得

ず
必
要
最
小
限
の
身
体
の
拘
束
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

５　

医
療
安
全
に
つ
い
て
の
職
員
研
修

　

医
療
安
全
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
、

全
職
員
を
対
象
に
年
二
回
行
っ
て
お
り
、

年
一
回
は
院
外
の
先
生
方
に
、
他
の
一

回
は
院
内
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
各

部
署
で
も
研
修
会
を
実
施
し
、
医
療
安

全
に
対
す
る
意
識
と
ス
キ
ル
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。
新
人
職
員
に
対
し
て

も
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

６　

相
談
窓
口
の
設
置

　

患
者
様
の
医
療
安
全
に
係
わ
る
ご
意

見
や
ご
希
望
を
お
聞
き
し
、
医
療
安
全

対
策
に
積
極
的
に
活
用
す
る
た
め
に
医

療
相
談
室
を
設
け
て
い
ま
す
。

７　

外
部
評
価
の
実
施

　

重
大
な
医
療
事
故
が
発
生
し
た
場
合

に
は
第
三
者
に
よ
る
評
価
を
実
施
す
る

た
め
、
外
部
委
員
だ
け
の
医
療
事
故
等

調
査
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
　

　

当
院
で
は
以
上
の
様
な
多
く
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
患
者
様
に

も
ご
自
身
の
医
療
に
主
体
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
ご
一
緒
に
医
療
安
全
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
病
院
職
員
・

患
者
様
が
一
丸
と
な
っ
て
医
療
事
故
防

止
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

患
者
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
こ

と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

か
か
り
つ
け
医
が
あ
れ
ば
必
ず
紹

　
　

介
状
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

２　

患
者
様
の
誤
認
防
止
の
た
め
、
患

　
　

者
様
ご
自
身
に
ご
自
分
の
姓
名
を

　
　

名
乗
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

　
　

ま
す
。

３　

か
か
り
つ
け
医
で
服
用
中
の
お
薬

　
　

が
あ
れ
ば
、
お
薬
説
明
書
あ
る
い

　
　

は
お
薬
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

当
院
で
検
査
が
必
要
な
場
合
（
胃

　
　

カ
メ
ラ
な
ど
）
に
は
、
あ
ら
か
じ

　
　

め
薬
（
血
が
止
ま
り
に
く
く
な
る

　
　

薬
な
ど
）
を
中
止
し
た
上
で
行
う

　
　

必
要
が
あ
り
ま
す
。

４　

最
近
に
健
康
診
断
な
ど
を
受
け
て

　
　

お
ら
れ
る
場
合
は
、
そ
の
結
果
を

　
　

す
べ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

５　

納
得
で
き
な
い
と
き
は
、
何
度
で

　
　

も
質
問
し
て
く
だ
さ
い
。

患者様の権利と責任

●皆様が平等に、安全で最良の医療を受けることができます。
●ご自身の病気や治療について、納得できるまで説明を受けることができます。
●ご自身の治療内容について、治療方法を選択又は拒否することができます。
●ご自身の診療に関わる全ての情報の開示を求めることができます。
●セカンドオピニオン（別の医療機関、他の医師の意見）をいつでも求めることが
　できます。
●個人情報は保護され、プライバシーは尊重されます。

患者様の責任

患者様の権利

●ご自身の病気の情報を可能な限り正確にお伝えください。
●医療スタッフの指示に従い、療養に専念してください。
●他の患者様の迷惑にならないようご配慮ください。
●臨床研修施設として研修医、実習生が医療参加することをご理解ください。

県立多治見病院では、患者様中心の医療を提供するため、患者様との協調関係を
大切にしています。

医
療
安
全
の
取
り
組
み

患
者
様
へ
の
お
願
い

副
院
長
兼
内
科
部
長
・
医
療
安
全
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

和
夫

医療安全部のメンバー



　　

自
然
気
胸
と
は
肺
の
一
部
が
風
船

状
に
変
化
し
た
部
分
（
ブ
ラ
と
い
い

ま
す
）
が
破
れ
、
空
気
漏
れ
を
起
こ

す
た
め
に
肺
が
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
病

気
で
す
。
た
い
て
い
は
突
然
の
胸
の

痛
み
や
呼
吸
困
難
が
あ
り
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
や
Ｃ
Ｔ
で
診
断
さ
れ
ま
す
。
な

ぜ
ブ
ラ
が
で
き
る
の
か
は
ま
だ
よ
く

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
有
力
な

予
防
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
痩
せ
型

の
若
い
男
性
に
多
い
こ
と
や
、
再
発

し
や
す
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

治
療
方
法
と
し
て
は
、

（1）

安
静

（2）

胸
腔
ド
レ
ナ
ー
ジ
（
胸
に
管
を
入

　

れ
て
肺
か
ら
漏
れ
た
空
気
を
体
外

　

に
出
す
）

（3）

手
術
、

の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
手
術
は
、
他
の
治
療
に

も
か
か
わ
ら
ず
治
り
に
く
い
と
き
や
、

一
度
治
っ
た
の
に
再
発
し
た
と
き
、

ま
た
は
両
側
が
気
胸
に
な
っ
た
場
合

や
胸
の
中
に
出
血
し
て
い
る
場
合
に

行
い
ま
す
。

　

手
術
は
全
身
麻
酔
で
行
い
ま
す
。

気
胸
側
の
胸
に
２
セ
ン
チ
程
度
の
孔

を
３
ヶ
所
開
け
て
、
内
視
鏡
で
胸
の

中
や
肺
を
見
な
が
ら
、
原
因
と
な
る

ブ
ラ
を
切
除
し
ま
す
。
手
術
時
間
は

お
よ
そ
１
時
間
で
す
。

　　

手
術
の
特
徴
と
し
て
、
入
院
期
間

が
短
い
こ
と
、
他
の
治
療
法
に
比
べ

て
再
発
が
少
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
比
較
的
小
さ
な
手
術
で
す
の
で
、

手
術
の
翌
日
か
ら
歩
い
た
り
、
食
べ

た
り
で
き
ま
す
し
、
多
く
の
方
は
術

後
２
、
３
日
で
退
院
さ
れ
ま
す
。

　

術
後
の
再
発
は
10
〜
20
%
程
度
の

割
合
で
お
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に
昨

年
か
ら
、
ブ
ラ
を
切
っ
た
部
分
に
吸

収
性
シ
ー
ト
を
貼
り
付
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
始
め
て
か
ら
１
年
で

す
が
、
一
定
の
効
果
は
あ
る
よ
う
で
す
。

今
後
も
身
体
に
で
き
る
だ
け
優
し
く
、

再
発
が
よ
り
少
な
い
手
術
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

自
然
気
胸
に
つ
い
て

呼
吸
器
外
科

伊
藤　

正
夫

意見箱から

ブラ

肺

破裂

肺が縮む

気胸発生のメカニズム 気胸手術の原理

肺

ブラを切り取る

肺の縫合

手術中の風景

　皆様から携帯電話機の使用に関するご意見をいくつかいただいていましたが、12月１日か

ら病院内での使用可能区域を広めることになりましたのでご説明します。

　このたび病院内を「使用禁止区域（電源を切る場所）」「マナーモードで持ち歩ける場所」「使

用できる場所」の3つに区分しました。

これにより、１Ｆ正面玄関ロビー（玄関ホール）や2Ｆ総合案内前などでは携帯電話機を使用

できるようになりました。また、外来待合室など使用禁止区域以外の場所ではマナーモードで

あれば電源を入れておくことができるようになりました。

　病院は病気をかかえた大勢の方が出入りします。使用禁止区域では電源を切り、電源を入れ

て良い場所でもマナーモードにして、周囲の人にご配慮願います。また、当院職員は、院内連絡

用として、携帯電話機とは異なる専用ＰＨＳ端末を使用しておりますので皆様のご理解をお

願いします。（詳しくは院内掲示をご覧ください。）

空気
漏れ

携帯電話の使用について



医
療
機
器
に
関
す
る
話
題
を
紹
介
し
ま
す

　

現
在
の
医
療
に
お
い
て
、
M
R
検

査
は
特
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、

脳
虚
血
疾
患
、
脳
腫
瘍
、
脊
椎
疾
患
、

膵
胆
道
系
疾
患
、
婦
人
科
疾
患
な
ど

多
く
の
疾
患
の
精
密
検
査
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。
従
来
（
昨

年
ま
で
は
）
、
一
般
臨
床
機
の
高
性

能M
R

装
置
の
座
は
1.5
T
（
T
：
磁
場

強
度
）
装
置
で
あ
り
20
年
変
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

２
０
０
６
年
に
３
Ｔ
装
置
が
薬
事
承

認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
現
在
の
最
高

性
能
装
置
の
座
は
３
Ｔ
装
置
に
代
わ

り
ま
し
た
。
磁
場
強
度
が
２
倍
に
な

る
と
画
質
が
約
２
倍
良
く
な
り
ま
す
。

　

岐
阜
県
立
多
治
見
病
院
で
は
、
１８

年
度
、
0.2
T
装
置
の
後
継
機
種
と
し

て
先
進
的
な
高
性
能
３
Ｔ
装
置
の
導

入
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
岐
阜

県
下
１
号
機
（
臨
床
機
で
は
東
海
３

県
２
号
機
）
と
な
る
装
置
で
す
。
３

Ｔ
装
置
の
国
内
稼
動
台
数
は
わ
ず
か

に
３０
台
、
ほ
と
ん
ど
は
大
学
病
院
や

研
究
機
関
病
院
な
ど
で
あ
り
一
般
総

合
病
院
に
ほ
と
ん
ど
普
及
し
て
い
な

い
高
性
能
機
器
で
す
。　

　

３
Ｔ
装
置
は
、
以
前
使
用
し
て
い

た
0.2
T
装
置
に
比
べ
画
質
が
同
一
撮

影
時
間
な
ら
約
１５
倍
に
向
上
し
ま
す
。

撮
影
時
間
を
半
分
に
し
て
も
画
質
は

ま
だ
約
４
倍
あ
り
ま
す
。
こ
の
利
点

を
生
か
し
て
短
時
間
高
分
解
能
撮
影

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
の
能
力
は

脳
の
未
破
裂
動
脈
瘤
の
検
索
・
微
小

虚
血
疾
患
の
検
出
・
微
細
構
造
器
官

の
精
密
検
査
な
ど
で
遺
憾
な
く
発
揮

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
世
界
最

高
水
準
画
像
を
東
濃
地
域
の
皆
様
に

お
届
け
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。　

　

こ
れ
ら
の
画
像
を
医
療
連
携
シ
ス

テ
ム
を
通
じ
て
広
く
共
同
利
用
し
て

い
た
だ
く
事
に
よ
り
、
東
濃
地
域
全

体
の
医
療
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

近
年
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
乳

癌
検
診
が
盛
ん
に
な
り
、
よ
り
小
さ

な
乳
が
ん
が
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

当
院
は
乳
が
ん
検
診
を
行
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
他
施
設
で
の
検
診
で
行

わ
れ
た
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
同
様
か

そ
れ
以
上
の
画
像
を
提
供
で
き
る
こ

と
を
目
的
に
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

診
精
度
管
理
中
央
委
員
会
の
施
設
認

定
を
申
請
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
１８
年
１１
月
１
日

付
け
で
同
委
員
会
施
設
画
像
評
価
委

員
会
の
定
め
る
線
量
、
画
質
に
つ
い

て
合
格
し
、
総
合
判
定
評
価
４
段
階

中
、
最
上
位
の
「
Ａ
」
判
定
で
施
設

認
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
Ｂ
判
定
以
上
が
合
格
）

　

今
後
、
よ
り
よ
い
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
を
撮
影
す
る
こ
と
で
よ
り
的
確
な

診
断
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
受
診
、
撮
影
し
て
い
た
だ

け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ありがとうございました

中
央
放
射
線
部

3TMR装置2007年1月稼動

マンモグラフィ施設画像認定される！

　株式会社フルカワ電工（代表取締役古川
嘉春）様からリクライニング仕様を含む車
いす3台を寄付していただきました。寄付
していただいた車いすは病棟の入院患者様
介護用として大切に使わせていただきます。
　古川様には知事感謝状を贈呈させて
いただきました。
　本当にありがとうございました。

予約受付開始　18年12月25日

　　検査開始　19年１月９日

御予約は地域医療機関から医療連携予約システムを通じてお願いします。 装置外観



当
院
医
師
の
研
究
活
動
を
紹
介
し
ま
す

　

11
月
11
日
、
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
た
談
話

会
は
、
研
究
者
な
ど
の
参
加
を
得
て
「
社
会

に
役
立
つ
C
G
技
術
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
場
で
、
発
表
者
の
一
人
と

し
て
「
人
工
心
肺
を
使
う
心
臓
手
術
で
の
血

流
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
結
果
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
合
併
症
と
し
て
１
〜
３
％

の
確
立
で
起
こ
る
脳
梗
塞
予
防
を
目
的
に
取

り
組
ん
だ
も
の
で
す
が
、
計
算
流
体
力
学
（

C
F
D) 

を
活
用
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

結
果
か
ら
、
血
液
の
量
や
速
度
な
ど
実
測
で

き
な
い
情
報
が
得
ら
れ
、
か
か
る
手
間
な
ど

の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
方
法
の
工
夫
次
第

で
は
近
い
将
来
に
着
目
さ
れ
る
分
野
で
あ
る

こ
と
を
発
表
し
た
も
の
で
す
。

　

地
元
紙
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
今
後
と
も

実
用
化
に
向
け
て
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

（
平
成
１
８
年
１
１
月
１
２
日
北
陸
中
日
新

　

聞
既
報
）　
　
　
　
　
　
　

   

　
　
　
　

心
臓
血
管
外
科　
　

徳
田　

順
之

　

私
は
、
9
月
１
日
か
ら
８
日
ま
で
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
（
ス
ペ
イ

ン
）
で
開
催
さ
れ
たW

o
rld

 
C

o
n

g
re

ss 
o

fC
a
rd

io
lo

g
y

（
世

界
心
臓
病
学
会
議
）
に
お
い
て
、
岐
阜
県
立
三
病
院
・
岐
阜
県

国
際
バ
イ
オ
研
究
所
・
三
重
大
学
生
命
科
学
研
究
支
援
セ
ン
タ

ー
の
共
同
で
行
わ
れ
た
臨
床
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
、
県
立
三

病
院
を
代
表
し
て
発
表
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

世
界
心
臓
病
学
会
議
は
４
年
に
１
度
、
欧
州
心
臓
病
学
会
議

と
同
時
に
共
同
開
催
さ
れ
る
世
界
最
大
の
学
会
で
あ
り
、
開
催

国
ス
ペ
イ
ン
以
外
に
も
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
世
界
中
の
多
く

の
国
と
地
域
か
ら
数
万
人
規
模
の
医
師
・
医
学
研
究
者
・
看
護

師
・
臨
床
検
査
技
師
等
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
人
々

の
中
に
は
イ
ン
ド
の
サ
リ
ー
を
着
た
女
性
や
ア
ラ
ブ
の
衣
装
を

着
た
女
性
、
タ
ー
バ
ン
を
巻
い
た
男
性
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
衣
装

を
身
に
ま
と
っ
た
男
性
な
ど
が
学
会
に
参
加
し
て
お
り
、
実
に

国
際
色
豊
か
で
し
た
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
ス
ペ
イ
ン
第
二
の
都
市

で
建
築
家
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ガ
ウ
デ
ィ
に
よ
る
世
界
遺
産
サ
ク
ラ

ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
教
会
な
ど
名
所
・
旧
跡
も
多
く
あ
る
と
こ
ろ
。

私
の
臨
床
研
究
は
こ
う
し
た
何
十
年
何
百
年
と
時
間
を
か
け
て

作
ら
れ
た
美
し
い
建
築
物
や
芸
術
作
品
に
は
遠
く
及
ば
な
い
も

の
の
、
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
王
立
研
究
所
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
の

S
te

fa
n

博
士
を
は
じ
め
各
国
の
研
究
者
よ
り
賞
賛
の
辞
を
頂
く

栄
誉
に
浴
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　

研
究
発
表
は
ポ
ス
タ
ー
展
示
の
形
で
行
わ
れ
、
急
性
心
筋
梗

塞
と
そ
の
疾
患
に
関
連
す
る
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
解
析
に
関
す
る
臨
床

研
究
で
あ
り
既
に
学
術
論
文
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
ま
す

（T
h

o
rm

b
 H

a
e

m
o

s
t 2

0
0

6
; 9

6
: 2

2
0

-
2

2
7

）
。

　

な
お
、
今
回
の
研
究
発
表
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
も

世
界
心
臓
病
学
会
議
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
確
認
で
き

ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
ア

ク
セ
ス
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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循
環
器
科
医
長　

加
藤　

公
彦

　

A
 m

e
ric

a
n

 H
e
a
rt A

sso
c
ia

tio
n

 (A
H

A
) 7

9
th

 A
n

n
u

a
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c
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n
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S

e
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（
第
79
回
ア
メ
リ
カ
心
臓
病
協
会
年
次
集
会
）
は
２
０
０
６
年
11

月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
シ
カ
ゴ
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

私
た
ち
は
、
そ
こ
で
研
究
発
表
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

A
H

A

は
、A

m
e
ric

a
n

 C
o

lle
g

e
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f C
a
rid
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g
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 (A
C

C

、
ア
メ
リ
カ

心
臓
病
学
会)

、E
u

ro
p

e
a
n

 
S

o
c
ie

ty
 
o

f 
C

a
rd

io
lo

g
y

 
(E

S
C

、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
心
臓
病
学
会)

と
並
び
称
さ
れ
る
、
世
界
で
も
有
数
の
心
臓
病
に
関
す
る

学
術
団
体
で
す
。A

H
A

で
は
メ
ン
バ
ー
は
医
師
の
み
な
ら
ず
看
護
師
、
薬
剤

師
、
検
査
技
師
、
基
礎
研
究
者
な
ど
循
環
器
学
に
携
わ
る
も
の
が
会
員
と
な

っ
て
お
り
、
基
礎
か
ら
臨
床
ま
で
幅
広
く
発
表
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。A

H
A

年
次
集
会
の
演
題
採
択
率
は
約
８
％
と
非
常
に
狭
き
門
で
あ
り
、
日
本
か
ら

は
殆
ど
が
大
学
病
院
と
い
う
現
状
で
す
。
今
回
採
択
さ
れ
た
の
は
岐
阜
県
下

で
当
院
だ
け
で
あ
り
、
地
域
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し

い
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
発
表
し
た
３
題
（
ポ
ス
タ
ー 

１
題
、
口
述
２
題
）
は
、
岐
阜
県

の
研
究
事
業
と
し
て
遂
行
さ
れ
て
い
る
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
（
遺
伝
子
）
研
究
に

関
連
し
た
も
の
で
す
。
本
研
究
は
、
岐
阜
県
立
３
病
院
、
岐
阜
県
国
際
バ
イ

オ
研
究
所
、
三
重
大
学
生
命
科
学
研
究
支
援

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
共
同
研
究
で
す
。

　

今
回
は
高
血
圧
症
、
心
筋
梗
塞
、
心
房
細

動
そ
れ
ぞ
れ
に
関
連
す
る
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
解
析

の
臨
床
研
究
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
（
高

血
圧
症
の
遺
伝
的
リ
ス
ク
・
ポ
ス
タ
ー
・
小

栗
発
表
、
心
筋
梗
塞
に
お
け
る
男
女
間
、
環

境
因
子
の
有
無
に
よ
る
遺
伝
的
解
析
・
口
述

・
矢
島
発
表
、
心
房
細
動
の
遺
伝
的
リ
ス
ク

・
口
述
・
小
栗
発
表
）

　

今
回
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
機
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
、
今
後
も
日
常
臨
床
に
精
励
努
力
す
る
と

と
も
に
、
高
度
先
進
医
療
の
実
践
と
推
進
に

お
い
て
も
努
め
て
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　

循
環
器
科　

小
栗　

光
俊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
島　

和
裕

第
20
回
金
沢
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ス
談
話
会
で
発
表

国
際
学
会
だ
よ
り

１

国
際
学
会
だ
よ
り

2

小栗　光俊矢島　和裕

加藤　公彦



リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

　

地
域
の
救
急
医
療
を
担
っ
て
い
る

当
院
は
、
脳
卒
中
等
の
急
性
期
疾
患
、

骨
折
等
の
外
傷
、
手
術
直
後
の
患
者

様
が
多
く
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
で
は
、
急
性
期
治
療
と
平
行
し
て

急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
積

極
的
に
勧
め
て
い
ま
す
。
急
性
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
目
指
す
と
こ

ろ
は
、
障
害
の
改
善
が
見
込
ま
れ
る

時
期
か
ら
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
開
始
す
る
こ
と
、
入
院
後

の
安
静
に
よ
る
廃
用
症
候
群
（
使
わ

な
い
こ
と
で
起
こ
る
筋
力
低
下
、
関

節
拘
縮
、
体
力
低
下
、
意
欲
低
下
な

ど
）
を
で
き
る
限
り
予
防
す
る
こ
と

で
す
。
各
種
モ
ニ
タ
ー
・
点
滴
・
呼

吸
器
を
装
着
し
た
患
者
様
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
導
入
に
際
し
て
は
、

リ
ス
ク
管
理
（
全
身
状
態
の
把
握
）

と
病
棟
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
医
師
や
看

護
師
と
の
連
携
（
治
療
の
進
行
状
況

把
握
）
を
徹
底
し
、
病
室
で
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
し
ま
す
。

　

現
在
、
医
師
２
名
、
理
学
療
法
10

名
、
作
業
療
法
５
名
、
物
理
療
法
１

名
、
言
語
療
法
３
名
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
診
療
、
機
能
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
理
学
療
法
部
門
で
は
、
基
礎

的
身
体
機
能
の
改
善
や
日
常
生
活
活

動
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
運
動

療
法
、
痛
み
の
緩
和
等
を
目
的
と
し

た
物
理
療
法
（
温
熱
、
電
気
療
法
）

を
行
い
ま
す
。
作
業
療
法
部
門
で
は
、

心
身
機
能
、
日
常
生
活
活
動
、
社
会

生
活
能
力
の
向
上
を
目
的
に
、
様
々

な
作
業
活
動
を
用
い
な
が
ら
援
助
し

ま
す
。
言
語
療
法
部
門
で
は
、
聞
こ

え
や
言
葉
が
不
自
由
な
方
の
よ
り
豊

か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現

を
目
指
し
た
言
語
訓
練
、
「
食
べ
る

こ
と
」
に
問
題
の
あ
る
方
に
は
、
よ

り
安
全
な
方
法
で
食
事
が
摂
れ
る
よ

う
に
嚥
下
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
濃
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

東
濃
地
域
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

支
援
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

17
年
度
に
は
、
「
認
知
症
高
齢
者
の

理
解
と
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
考
え
方
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
講
師
を
招
き
、
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
や
介
護
老
人
保
健
施
設

等
へ
の
派
遣
事
業
と
し
て
19
施
設
へ

出
向
き
、
相
談
事
業
と
し
て
30
件
の

相
談
件
数
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
ま
す
ま
す
入
院
期
間
の
短

縮
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

「
早
期
離
床
、
地
域
に
根
差
し
た
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
合
言
葉
に
、

患
者
様
が
１
日
で
も
早
く
社
会
復
帰

や
日
常
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
地
域

の
皆
様
に
愛
さ
れ
ま
す
よ
う
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
ス
タ
ッ
フ
一

同
は
、
日
々
知
識
や
技
術
の
習
得
を

目
指
し
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
看
護
部
は
、
良
質
な
医
療
を
提
供

す
る
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
患
者
様
を
支

援
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
高
い
専
門
性
を
身
に
つ
け
優
し
さ
と
思

い
や
り
の
心
を
持
っ
て
、
患
者
様
と
共
に
考

え
自
立
へ
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
。　
　
　

　

桜
の
花
が
咲
く
４
月
に
就
職
し
た
新
人
看

護
師
た
ち
も
、
先
輩
看
護
師
か
ら
接
遇
、
マ

ナ
ー
、
安
全
な
注
射
法
・
機
器
の
扱
い
、
救

急
時
の
技
術
等
を
学
び
な
が
ら
、
日
々
努
力

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
患
者
様
に
安

心
し
て
入
院
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
看
護
師
を
目
指
し
て
成
長
し
続
け
ま
す
。

病院で約13年間活動のベテランボランティアさん紹介します
　岐阜県立多治見病院広報誌第15号を

お届けします。

　10月末に病院機能評価の審査を受け

ました。結果はまだわかりませんが、

審査の準備過程で職員全員が医療サー

ビスについて見直す契機となりました。

この経験を今後のより良い医療サービ

ス提供に反映させていくよう努めてま

いります。

　ご意見、ご要望がありましたらどうぞ

お寄せください。お待ちしております。

岐阜県立多治見病院　広報委員会
TEL 0572－22－5311
       （内線211）

〒507-8522
多治見市前畑町5丁目161番地

E-mail  c22602@pref.gifu.lg.jp

編集後記

看 護 部

新人たちも
9ヶ月たちました
新人たちも
9ヶ月たちました

新人の救急対応研修

小栗志津子さん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ボランテァ開始日　平成５年７月から（月２回）
動機　家族の介護を長年行い、家族の大変さが理解できたから
活動内容　入院患者様の日常生活のお世話
継続の秘訣は　無理をせずにマイペースで
病院に望むこと　多くのボランテァを育ててほしい

加藤はやさん

ボランテァ開始日　平成５年７月から（週１回）
動機　ボランテァ講座に参加し、そのまま活動を開始
活動内容　入院患者様の洗髪など
継続の秘訣は　入院患者さんの洗髪後の笑顔が忘れられない
病院に望むこと　地域の人々に拡大をしてほしい

病院では入院患者様の日常生
活のお世話や外来受診の案内・
環境の整備・通訳（手話を含む）
など様々なボランテァさんを
募集しています。

募集

岐阜県立多治見病院看護部　

電話　
0572ー22ー5311（代）
内線303



混雑緩和と利便性向上のため外来診療は予約制としております。
継続して診療を受けておられる患者様には、診察時に次回の予
約をしていただきます。予約を保留された場合やしばらく受診
のない場合は、電話予約のうえご来院ください。

予約専用電話　0572ー21ー2200

当 日 の 予 約（平日）8：30～11：00
翌日以降の予約（平日）13：30～16：30

※診察券の患者番号をお知らせください。
※診察券のない初診患者様は、電話での予約はできません。
※診療機関からの紹介患者様については、診療機関から当院医療
　連携室へご連絡ください。

外来診療の電話予約について

内　科

初診・再診

再診

再診

初診・再診

初診・再診

厚生相談

神経内科

整形外科
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形成外科

初診・再診

初診

再診

放射線科

初診・再診女性外来

精 神 科

外来診療表
診療科目

消化器初診

呼吸器初診

消化器科

循環器科

腎臓内科

血液内科

1・3・5週

2・4週

内分泌内科

初診・再診別 月 火 水 木 金

再　

診

呼吸器科再
診

初

・

再

診

初

診

後藤 佐野 坂 戸川 秋田

秋田 宮部 戸川 後藤 山下

佐野 上野 吉村 坂 内藤

日比野 村井 加藤 日比野 小栗

加藤 横井 吉田 横井 矢島

桝田 亀山 桝田 満間 中薮

亀山 中薮 亀山 中薮 亀山

中薮 両角 代務 桝田 代務

水野 高津 伊藤 高津 山本

山本 洪 岩田 門野 洪

水野 高津 伊藤 高津 山本

岩田 門野 岩田 洪 門野

門野 伊藤 水野 伊藤 高津

洪 山本 小林 岩田 水野

水野

竹中 竹中 加藤 加藤 竹中

鈴木 鈴木 鈴木 鈴木 鈴木

高橋 高橋 高橋 高橋 高橋

浅野 浅野 浅野 浅野 浅野

高林 高橋 鈴木 前田 山田

高橋 前田 高林 高橋 鈴木

鈴木 高林 山田 山田 前田

佐々木 横田 佐々木 横田

坂 浦濱

花村 新美 花村 岩井

金山

福田

岩間 金山 岩間

森 村松 國井

國井

有賀

輪番制

有賀 福田 森 村松

膠原病
リウマチ科

ば
ん
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ん
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階

小 児 科

新生児科

外　 科
消化器外科

初診・再診

初診・再診

初診・再診

初診・再診

初診・再診

初診・再診

再診

初診・再診

特別外来

特別外来

初診・再診

初診・再診

乳腺内分泌
外　　　科

心臓血管外科

呼吸器外科

脳神経外科

麻 酔 科

皮 膚 科

産婦人科

泌尿器科

初診・再診

初診

婦人

産科

再診

初診・再診

再診

耳鼻咽喉科

歯　　科
口腔外科

診療科目 初診・再診別 月 火 水 木 金

午
　

後

再

診

中野 岩城 浜田 中野 小久保

小久保 荒川
太田

西澤
島戸

徳田
　宋

荒川
太田

中島
向井

立木 岩城 立木

浜田 中島 向井

荒川

野垣

大島

酒向

野垣 野垣大野 大野

宋

伊藤 伊藤

伊藤 西澤 伊藤 島戸

間淵・山崎・稲垣・山田・高柳・宮津

横田 横田 横田 横田 横田

福本 福本 福本 福本 福本

尾市

高士 桃井 高士 桃井

竹田 中村 三井 境

中村 三井 境 竹田

三井 境 竹田 中村

冨田 伊藤 上田 伊藤 冨田

上田 冨田 伊藤 上田 伊藤

佐藤 堀田 大隅 佐藤 大隅

大隅 大隅 佐藤 大隅 佐藤

堀田 佐藤 堀田 堀田 堀田

末岡 小西 大島 伊藤

酒向 小西 伊藤

2　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

階

心臓

向井

乳児
検診

中野 中野 濱口水野

荒川
心臓

中島
血液立木

内分泌

中野
川崎病

岩城
腎臓

浜田

1ヶ月
診察

浜田

二次予防
接種

小久保

アレル
ギー

中野

糖尿
相談

心臓相談 相談 神経

第1・3・5週

第2・4週

第1・3・5週

小久保
荒川
立木

乳児
検診

第1・3週

岩城
浜田
中島
第2・4週

岩城
第2・4週

（初診）

午後
血管外科

午後

午後

午後

松下
午前のみ

舟橋
（再診）

■診療開始時間　午前9時～（診療科によっては午前8時30分～）

■休診日　土・日・祝祭日、及び年末年始（12月29日～1月3日）

※予約のない方の診療受付時間　初診・再診　午前8時30分～午前11時まで。

※各診療科目担当医師については、都合により代診させていただく場合があ

　ります。また、異動により担当医師が変更する場合があります。

※救急診療については、救急外来受付（内線511）まで、お問い合わせください。

※女性外来の予約は、医療連携（内線487）へご連絡ください。

環境にやさしい古紙100％の
再生紙と大豆油インキを使用しています

この広報紙「けんびょういん」は当病院ホームページでもご覧頂けます。
URL   http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/tajimi－hospital/

平成18年12月7日現在

電話予約受付時間

当院の受診歴のない方でも、次の項目をFAXしていただければ予約できます。

①氏名(漢字とフリガナ)　②性別　③生年月日　④住所と郵便番号　

⑤電話番号（折り返し連絡する電話が別の場合はその電話番号も）

⑥健康保険の種類・保険者名・記号・番号　⑦受診希望診療科名　⑧受診希望日時

初診患者様のFAX予約について

初診予約用FAX　0572-22-7948

※折り返し電話予約センターから電話を入れます。ただし、電話予約受付開始から１時間
　程度は予約電話が混雑するため、すぐにご連絡できない場合があります。また、電話予
　約受付時間以外の時間帯にFAXされた場合は、ご連絡が次の電話予約受付時間内になり
　ます。
※FAXで予約された場合でも、初めてご来院されたときに診療申込書の記入と保険証の呈
　示が必要です。


